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一
　
は
じ
め
に

『
萬
葉
集
』
巻
第
十
五
前
半
部
を
占
め
る
遣
新
羅
使
人
等
歌
群
の
中
に
、
筑

前
国
志
麻
郡
韓
亭
に
舶
泊
し
た
時
の
作
と
さ
れ
る
六
首
の
小
歌
群
（
以
下
、
韓

亭
六
首
と
す
る
）
が
見
え
る
。
天
平
八
年
（
七
三
六
）
夏
六
月
、
悪
化
す
る
新

羅
と
の
関
係
を
改
善
す
べ
く
新
羅
使
が
派
遣
さ
れ
た
。
阿
倍
朝
臣
継
麻
呂
（
帰

路
病
没
）
を
大
使
と
す
る
一
行
は
難
波
を
出
航
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
し
て
、
秋

七
月
に
よ
う
や
く
筑
紫
に
到
着
す
る
。
筑
紫
館
で
の
し
ば
し
の
滞
在
の
後
、
新

羅
に
向
け
て
出
航
す
る
も
の
の
、
玄
界
灘
に
漕
ぎ
出
す
こ
と
が
出
来
ず
に
、
福

岡
湾
の
出
口
付
近
の
韓
亭
に
足
止
め
さ
れ
た
時
の
作
と
さ
れ
る
。
秋
か
ら
冬
の

玄
界
灘
は
波
が
荒
く
、
航
海
上
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
韓
亭
は
糸
島
半
島

先
端
の
漁
港
と
推
測
さ
れ
、
福
岡
市
西
区
宮
浦
に
唐
泊
（
港
）
の
地
名
が
残
る
。

韓
亭
六
首
は
、
第
一
首
に
大
使
、
第
二
首
に
大
判
官
と
作
歌
者
の
役
職
名
が

注
記
さ
れ
る
。
大
判
官
は
大
使
・
副
使
に
次
ぐ
役
職
で
、
壬
生
使
主
宇
太
麻
呂

が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
遣
新
羅
使
人
等
歌
群
は
「
遣
二
新
羅
一
使
人
等
、
悲
レ
別

贈
答
、
及
海
路
慟
レ
情
陳
レ
思
、
并
当
レ
所
誦
之
古
歌
」
に
始
ま
る
が
、
航
行
中

の
実
録⑴
と
さ
れ
る
の
は
「
備
後
国
水
調
郡
長
井
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
三
首
」（
三

六
一
二
～
三
六
一
四
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
第
一
首
は
大
判
官
が
詠
む
。
た
だ
し
、

瀬
戸
内
海
航
行
中
の
作
品
に
は
、
他
に
こ
う
し
た
役
職
名
の
注
記
が
無
い
。
と

こ
ろ
が
、
筑
紫
館
に
滞
在
中
の
作
と
推
測
さ
れ
る
「
七
夕
仰
二
観
天
漢
一
、
各

陳
二
所
思
一
作
歌
三
首
」（
三
六
五
六
～
三
六
五
八
）
の
第
一
首
は
大
使
、「
海
辺

望
レ
月
作
歌
九
首
」（
三
六
五
九
～
三
六
六
七
）
の
第
一
首
は
大
使
の
第
二
男
の
作

歌
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
韓
亭
六
首
以
後
の
「
引
津
亭
舶
泊
之
夜
作
歌
七
首
」（
三

六
七
四
～
三
六
八
〇
）
中
の
第
一
・
二
首
は
大
判
官
、
対
馬
の
「
竹
敷
舶
泊
之
時

各
陳
二
心
緒
一
作
歌
十
八
首
」（
三
七
〇
〇
～
三
七
一
七
）
中
の
第
一
・
七
・
九
首

は
大
使
、
第
二
・
八
首
は
副
使
、
第
三
首
は
大
判
官
、
第
四
首
は
少
判
官
の
作

歌
と
さ
れ
る
。
筑
紫
を
出
立
し
、
外
洋
へ
の
航
海
に
臨
む
時
期
か
ら
大
使
或
い

は
大
判
官
と
い
っ
た
役
職
の
者
達
の
牽
引
に
よ
る
作
歌
群
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

新
羅
に
向
け
て
の
緊
張
感
の
高
ま
り
と
、
遣
新
羅
使
人
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
が
推
測
さ
れ
る
。
韓
亭
六
首
は
、
遣
新
羅
使
人
等
歌
群
を
筑
紫
を
中
間
地
点

と
し
て
前
半
・
後
半
と
考
え
る
な
ら
ば
、
後
半
部
で
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
小

歌
群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
韓
亭
六
首
の
構
成
と
旅
情
の
表
現
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

二
　
大
使
の
歌

到
二
筑
前
国
志
麻
郡
之
韓
亭
一
、
舶
泊
経
二
三
日
一
。
於
レ
時
夜
月
之
光
、

月
華
に
対
す
る
旅
情
の
詠

平
　
　
舘
　
　
英
　
　
子
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皎
〻
流
照
。
奄
対
二
此
華
一
旅
情
悽
噎
。
各
陳
二
心
緒
一
、
聊
以
裁
歌

六
首

１　

大
君
の
遠
の
朝
廷
と
思
へ
れ
ど
日
長
く
し
あ
れ
ば
恋
ひ
に
け
る
か
も

�

（
巻
十
五
・
三
六
六
八
）

　
　
　
　
　

右
の
一
首
、
大
使

２　

旅
に
あ
れ
ど
夜
は
火
灯
し
居
る
我
を
闇
に
や
妹
が
恋
ひ
つ
つ
あ
る
ら
む

�

（
巻
十
五
・
三
六
六
九
）

　
　
　
　
　

右
の
一
首
、
大
判
官

３　

韓
亭
能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

�

（
巻
十
五
・
三
六
七
〇
）

４　

ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
に
あ
ら
ま
せ
ば
家
な
る
妹
に
逢
ひ
て
来
ま
し
を

�

（
巻
十
五
・
三
六
七
一
）

５　

ひ
さ
か
た
の
月
は
照
り
た
り
暇
な
く
海
人
の
い
ざ
り
は
灯
し
合
へ
り
見
ゆ

�
（
巻
十
五
・
三
六
七
二
）

６　

風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
恐
み
と
能
許
の
泊
ま
り
に
あ
ま
た
夜
そ
寝
る

�

（
巻
十
五
・
三
六
七
三
）

韓
亭
六
首
の
題
詞
は
、
月
光
（
此
華
は
月
華
、
す
な
わ
ち
月
光
の
意
）
に
対

し
て
旅
情
悽
噎
し
て
詠
ん
だ
作
と
そ
の
主
題
を
提
示
す
る
。
た
だ
し
、
直
接

「
月
（
月
輪
の
意
）」
を
詠
む
の
は
第
四
首
と
第
五
首
の
み
で
あ
る
。
先
ず
大
使

の
作
か
ら
検
討
す
る
。

「
遠
の
朝
廷
」
は
人
麻
呂
が
筑
紫
国
に
下
っ
た
時
の
作
の
「
大
君
の
遠
の
朝

廷
と
あ
り
通
ふ
島
門
を
見
れ
ば
」（
巻
三
・
三
〇
四
）、
や
家
持
作
の
「
大
君
の

　

遠
の
朝
廷
そ　

み
雪
降
る　

越
と
名
に
負
へ
る
」（
巻
十
七
・
四
〇
一
一
）
等

の
よ
う
に
大
宰
府
や
国
府
な
ど
の
役
所
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
遣
新

羅
使
人
等
歌
群
中
の
雪
連
宅
満
へ
の
挽
歌
の
「
天
皇
の　

遠
の
朝
廷
と　

韓
国

に　

渡
る
我
が
背
は
」（
巻
十
五
・
三
六
八
八
）
や
家
持
作
の
「
大
君
の　

遠
の

朝
廷
と　

任
き
た
ま
ふ　

官
の
ま
に
ま　

み
雪
降
る　

越
に
下
り
来
」（
巻
十

八
・
四
一
一
三
）
等
に
お
け
る
「
遠
の
朝
廷
」
は
役
所
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
遠
方
に
使
い
す
る
官
人
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
首
の
意
も
後

者
で
、
遣
新
羅
大
使
と
し
て
の
立
場
が
先
ず
表
明
さ
れ
る
。
な
お
、
第
一
首
に

お
け
る
公
人
と
い
う
表
明
は
、
題
詞
に
記
す
月
光
に
対
す
る
旅
情
と
い
う
主
題

と
の
関
連
に
お
い
て
、「
月
」
と
の
関
係
は
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

靫
掛
く
る
伴
の
緒
広
き
大
伴
に
国
栄
え
む
と
月
は
照
る
ら
し

�

（
巻
七
・
一
〇
八
六　

詠
月
）

右
は
大
伴
の
名
の
つ
く
地
に
、
国
の
弥
栄
の
予
祝
を
詠
む
。
上
二
句
は
大
伴
を

起
こ
す
序
。
大
伴
氏
は
天
皇
家
の
守
護
に
当
た
る
家
柄
で
あ
り
、「
ク
ニ
サ
カ

エ
ム
ト
は
国
栄
ユ
ベ
ク
と
い
は
む
が
如
し
」（
万
葉
集
新
考
）
と
さ
れ
、
大
伴

の
地
に
国
が
栄
え
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
月
が
照
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
の
意
。

「
月
」
の
照
る
様
は
国
の
栄
え
を
象
徴
す
る
景
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る⑵
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

大
使
に
よ
る
「
大
君
の
遠
の
朝
廷
」
の
表
明
は
、
国
の
栄
え
に
関
わ
る
重
責

を
担
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
自
覚
の
吐
露
と
い
え
る⑶
が
、「
思
へ
れ
ど
」
の
逆
接

は
そ
の
自
覚
に
も
拘
わ
ら
ず
「
恋
ひ
に
け
る
か
も
」
の
詠
嘆
を
導
い
て
い
る
。

「
恋
ふ
」
対
象
は
詠
ま
れ
な
い
が
、
公
に
対
す
る
逆
接
が
導
く
の
は
私
で
あ
り
、

続
く
歌
々
が
家
妻
を
詠
む
点
に
従
え
ば
、
家
妻
と
把
握
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

「
恋
ひ
に
け
る
か
も
」
の
理
由
は
「
日
長
く
し
あ
れ
ば
」
と
い
う
日
数
の
経
過

で
あ
る
。「
日
長
し
」
は
、「
恋
し
く
は
日
長
き
も
の
を
」（
巻
十
・
二
〇
一
七　

七
夕
）
と
見
え
、
一
年
と
い
う
具
体
的
日
数
を
把
握
さ
せ
る
が
、
当
該
の
遣
新

羅
使
人
等
に
と
っ
て
は
、
六
月
出
発
七
月
到
着
の
一
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
彼
等
に
と
っ
て
秋
と
い
う
季
節
は
任
務
を
終
え
て
帰
京
す
る
は
ず
の
季
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節
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
秋
さ
ら
ば
相
見
む
も
の
を
」（
巻
十
五
・
三
五
八
一
）、

「
秋
風
の
吹
か
む
そ
の
月
逢
は
む
も
の
故
」（
巻
十
五
・
三
五
八
六
）
と
遣
新
羅
使

人
等
歌
群
の
冒
頭
部
分
に
詠
ま
れ
、
秋
の
帰
京
の
予
想
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。

大
使
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
重
責
か
ら
開
放
さ
れ
る
は
ず
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。

結
句
「
恋
ひ
に
け
る
か
も
」
の
「
に
」
は
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形
、

「
か
も
」
は
係
助
詞
「
か
」
と
終
助
詞
「
も
」
が
一
語
と
し
て
詠
嘆
を
あ
ら
わ

す
用
法
で
あ
る
。「
け
る
」
は
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形
で
そ
の
用
法
は
「
過

去
の
事
実
か
ら
継
続
し
て
存
在
し
た
事
実
、
ま
た
は
現
在
の
事
実
を
、
そ
の
存

在
や
意
義
や
理
由
な
ど
が
、
今
に
お
い
て
は
っ
き
り
認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
、

と
い
う
形
で
述
べ
る
の
に
用
い
る
」（
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
）
と
説

明
さ
れ
る
。「
に
け
る
か
も
」
に
接
続
す
る
動
詞
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、「
恋
ふ
」

へ
の
接
続
は
、
集
中
で
は
当
該
歌
の
み
で
あ
る
。

東
人
の
荷
前
の
箱
の
荷
の
緒
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も

�
（
巻
一
・
一
〇
〇
）

み
立
た
し
の
島
の
荒
磯
を
今
見
れ
ば
生
ひ
ざ
り
し
草
生
ひ
に
け
る
か
も

�
（
巻
二
・
一
八
一
）

一
〇
〇
番
歌
は
久
米
禅
師
が
石
川
の
郎
女
に
娉
を
し
た
時
の
作
で
、
妹
が
自
分

の
心
に
、
荷
前
（
諸
国
か
ら
献
ら
れ
る
貢
ぎ
物
の
初
穂
）
を
緒
で
馬
に
く
く
る

よ
う
に
、
ど
か
っ
と
載
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
意
で
、
そ
の
こ
と
へ
の
気
づ
き

が
詠
嘆
さ
れ
て
い
る
。
一
八
一
番
歌
は
日
並
皇
子
薨
去
後
の
舎
人
等
の
慟
傷
歌

群
中
の
一
首
。
皇
子
の
宮
（
島
庄
）
の
庭
園
内
の
池
の
石
組
み
の
所
に
草
が
生

え
て
い
る
、
そ
れ
を
「
今
」
と
い
う
時
間
に
見
る
と
い
う
設
定
は
、
皇
子
の
薨

去
に
よ
っ
て
日
々
宮
が
荒
廃
を
し
て
い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
さ
せ
て
い

る
。
そ
の
認
識
へ
の
深
い
感
慨
の
表
明
で
あ
る
。
大
使
の
作
も
、
遣
新
羅
大
使

と
し
て
の
重
責
を
思
い
続
け
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
数
の
経
過
の
中
で
気

付
か
な
い
間
に
、
日
々
家
妻
へ
の
思
慕
が
募
っ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
は
っ

き
り
と
認
識
し
た
こ
と
へ
の
詠
嘆
で
あ
る
。
そ
の
心
情
に
は
大
使
と
し
て
の
責

任
と
私
人
と
し
て
の
感
慨
が
共
に
あ
る
こ
と
を
詠
む
。
役
目
は
役
目
と
し
て
、

人
と
し
て
の
普
遍
的
な
感
情
の
表
明
と
言
え
る
。

三
　
前
半
三
首
の
構
成

第
二
首
は
、
大
使
の
心
情
の
表
明
を
受
け
た
大
判
官
の
作
。
故
郷
の
妹
へ
の

思
慕
を
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
対
比
の
中
に
表
現
す
る
。
旅
に
あ
る
「
我
」
が
、

夜
に
明
る
い
灯
火
の
下
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
故
郷
の
妹
は
闇
の
中
で
「
我
」

を
恋
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
燃
料
事
情
に
つ
い

て
「
灯
油
の
貴
重
で
あ
っ
た
時
代
に
、
一
般
下
級
官
吏
の
私
宅
で
、
夜
ど
お
し

火
を
と
も
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」（
萬
葉
集
全
註
釈
）
と
す
る
日
常
が
先

ず
推
測
さ
れ
る⑷
。

灯
火
の
か
げ
に
か
が
よ
ふ
う
つ
せ
み
の
妹
が
咲
ま
ひ
し
面
影
に
見
ゆ

�

（
巻
十
一
・
二
六
四
二
）

灯
火
の
下
に
あ
る
妹
の
姿
が
強
く
印
象
に
残
る
の
は
、
灯
火
の
油
が
貴
重
で

あ
り
、
灯
火
の
使
用
が
日
常
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
一
方
で
、「
海

人
の
灯
火
」（
巻
七
・
一
一
九
四
、
巻
十
一
・
二
七
四
四
、
巻
十
五
・
三
六
二
三
）
の

よ
う
に
、
業
務
用
の
灯
火
は
必
要
に
応
じ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

す
で
に
、
石
炭
や
石
油
の
存
在
が
「
又
越
国
献
三
燃
土
与
二
燃
水
一
」（
天
智
紀

七
年
七
月
）
と
記
録
に
残
る
が
、
一
般
に
使
わ
れ
た
様
子
は
無
い
。

冬
十
二
月
晦
、
於
二
味
経
宮
一
請
二
二
千
一
百
余
僧
尼
一
、
使
レ
読
二
一
切
経
一
。

是
夕
、
燃
二
二
千
七
百
余
灯
朝
庭
内
一
、
使
レ
読
二
安
宅
・
土
側
等
経
一
。

�

（
孝
徳
紀
白
雉
二
年
）

灯
火
の
燃
料
が
貴
重
な
中
で
、
盛
大
な
灯
火
の
記
録
は
朝
廷
の
権
威
の
誇
示
に
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繋
が
る
も
の
で
も
あ
る
。
遣
新
羅
使
一
行
に
は
充
分
な
灯
火
用
の
燃
料
が
支
給

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

旅
と
い
う
非
日
常
に
あ
り
つ
つ
、
官
吏
と
し
て
明
々
と
灯
火
の
中
に
居
る
。

そ
の
明
る
さ
は
「（
ほ
と
と
ぎ
す
を
）
灯
火
を
月
夜
に
な
そ
へ
そ
の
影
も
見
む
」

（
巻
十
八
・
四
〇
五
四
）
と
月
夜
に
匹
敵
す
る
と
も
さ
れ
る
。「
月
」
が
詠
ま
れ
る

第
四
首
に
「
夜
渡
る
月
」、
第
五
首
に
「
月
は
照
り
た
り
」
と
あ
る
時
間
の
経

過
を
把
握
し
う
る
表
現
を
踏
ま
え
る
と
、
大
判
官
の
作
歌
時
、「
月
」
は
出
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
闇
夜
の
妻
を
思
う
の
は
、「
我
」
が
闇
夜
の
灯

火
の
明
る
さ
の
中
に
居
る
故
で
あ
ろ
う
。「
我
」
の
居
る
空
間
の
「
明
」
と
妻

の
居
る
空
間
の
「
暗
」、「
我
」
の
居
る
旅
と
い
う
非
日
常
と
妻
の
居
る
家
と
い

う
日
常
。
本
来
、
辛
苦
と
安
堵
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
は
ず
の
対
比
の
関
係
が
逆

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
我
」
に
と
っ
て
、
灯
火
の
明
る
さ
の
下
に

あ
っ
て
も
本
質
的
に
は
旅
に
あ
る
不
安
に
変
わ
り
は
無
く
、
こ
こ
に
旅
と
家
に

あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
辛
さ
が
際
立
た
せ
ら
れ
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、「
闇
に
や
妹
が
云
々
」
と
、
妹
の
生
活
が
具
体
的
に
想

起
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
旅
情
の
表
現
と
し
て
、
望
郷
の
思
い
の
中
に
妹
を

思
う
「
我
」
の
情
は
も
ち
ろ
ん
、「
我
」
を
思
う
妹
の
情
も
数
多
く
詠
ま
れ
る
が
、

「
妹
の
生
活
」
ま
で
を
思
い
や
る
作
は
見
出
し
に
く
い
。
遣
新
羅
使
人
等
歌
群

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

我
妹
子
し
我
を
偲
ふ
ら
し
草
枕
旅
の
丸
寝
に
下
紐
解
け
ぬ

�

（
巻
十
二
・
三
一
四
五
）

家
人
は
帰
り
は
や
来
と
伊
波
比
島
斎
ひ
待
つ
ら
む
旅
行
く
我
を

�

（
巻
十
五
・
三
六
三
六
）

夕
さ
れ
ば
秋
風
寒
し
我
妹
子
が
解
き
洗
ひ
衣
行
き
て
は
や
着
む

�

（
巻
十
五
・
三
六
六
六
）

「
我
を
偲
ふ
ら
し
」
と
い
っ
た
妹
の
心
情
表
現
の
他
に
、
妹
が
「
我
」
の
た
め

に
「
斎
ひ
待
つ
ら
む
」、「
解
き
洗
ひ
衣
」
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

と
い
っ
た
妹
の
行
為
へ
の
関
心
が
見
ら
れ
る
が
、
妹
自
体
の
生
活
へ
の
関
心
は

詠
ま
れ
な
い
。「
我
を
恋
ふ
妹
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
闇
の

中
に
居
る
妹
の
姿
の
想
像
は
新
鮮
な
発
想
と
言
い
得
よ
う
。

第
三
首
の
能
許
は
福
岡
市
西
区
能
古
島
を
さ
す
。
博
多
湾
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

り
、
韓
亭
か
ら
は
東
南
方
向
に
向
き
合
う
距
離
は
六
キ
ロ
余
。
第
六
首
に
「
能

許
の
泊
ま
り
」
と
も
あ
り
、
そ
の
一
帯
を
曖
昧
に
捉
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
」
は
、
波
の
立
つ
日
が
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
自
然
の
緩
急
を
把
握
し
て
い
る
。「
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」
は

「
家
」
と
詠
ま
れ
る
が
、「
に
恋
ふ
」
と
あ
る
場
合
の
対
象
は
す
べ
て
人
と
さ
れ

る⑸
。「
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
」
の
逆
接
が
導
く
家
妻
に
対
す
る
思
慕
を

「
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」
と
恒
常
的
に
継
続
し
て
い
る
心
情
と
し
て
言
い
切
っ
て

い
る
。
変
化
す
る
自
然
と
変
化
し
な
い
心
情
と
の
対
比
で
も
あ
る
。
家
妻
へ
の

思
慕
に
対
す
る
確
信
は
、
第
一
首
に
お
け
る
「
恋
ひ
に
け
る
か
も
」
の
認
識
と

呼
応
す
る
。

前
半
三
首
に
お
い
て
、
第
一
首
が
大
使
自
ら
の
心
情
の
表
裏
を
吐
露
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
第
二
首
は
灯
火
を
点
す
「
我
」
の
身
の
周
り
（
旅
の
生
活
）

か
ら
、
妹
の
身
の
周
り
（
家
の
生
活
）
を
想
起
す
る
。
そ
し
て
第
三
首
で
は
、

「
我
」
の
外
界
に
あ
る
眼
前
の
景
が
妹
へ
の
思
慕
を
導
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

三
首
に
視
点
の
移
動
を
見
る
と
、
第
一
首
は
自
己
の
内
面
、
第
二
首
は
自
己
の

お
か
れ
た
状
況
、
そ
し
て
第
三
首
は
外
界
の
景
へ
と
い
う
遠
心
的
な
展
開
を
な

す
構
成
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
も
三
首
い
ず
れ
も
逆
接
の
接
続
助
詞
を
伴

う
こ
と
で
、
第
一
首
で
は
自
己
の
心
情
の
表
裏
を
対
比
さ
せ
、
第
二
首
で
は
自

己
の
お
か
れ
た
状
況
を
妹
の
そ
れ
と
対
比
さ
せ
、
さ
ら
に
第
三
首
で
は
自
然
の
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摂
理
と
自
己
の
心
情
と
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
三
首
の
逆
接
の
接
続
は
本
来
あ

る
べ
き
公
的
立
場
と
抑
え
き
れ
な
い
私
的
な
思
慕
、
旅
の
明
と
家
の
暗
（
闇
）

と
い
う
不
安
と
安
心
の
逆
転
、
そ
し
て
自
然
の
摂
理
を
越
え
る
か
の
よ
う
な
妻

へ
の
思
慕
と
い
う
把
握
を
も
有
し
て
、
膨
ら
み
の
あ
る
表
現
に
よ
る
展
開
と

な
っ
て
い
る
。
当
該
の
小
歌
群
の
主
題
が
月
光
に
対
す
る
旅
情
で
あ
る
こ
と
は

冒
頭
で
触
れ
た
。
し
か
し
、
前
半
三
首
に
は
「
月
」
が
詠
ま
れ
な
い
。
詠
ま
れ

て
い
る
の
は
第
一
首
の
心
情
へ
の
気
づ
き
か
ら
第
二
首
の
身
の
回
り
へ
の
観
察

を
経
て
、
第
三
首
の
外
界
の
景
の
把
握
へ
と
い
う
視
点
の
展
開
で
あ
る
。
視
点

が
外
界
の
景
に
移
動
し
た
第
三
首
に
続
く
第
四
首
に
は
そ
の
外
界
の
景
に
お
け

る
「
夜
渡
る
月
」、
す
な
わ
ち
移
動
す
る
「
月
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
三
首
の

遠
心
的
構
成
は
、
第
四
首
の
「
夜
渡
る
月
」
へ
と
展
開
す
る
。
こ
こ
に
前
半
三

首
は
「
月
の
出
」
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

四
　「
月
」
を
詠
む

第
四
首
は
黒
に
関
す
る
語
を
導
く
枕
詞
「
ぬ
ば
た
ま
の
」
を
冠
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
前
半
三
首
の
夜
の
闇
を
継
承
し
、
そ
の
空
間
を
移
動
す
る
「
月
」
の

景
が
観
察
さ
れ
る
。「
夜
渡
る
月
」
の
動
き
を
契
機
と
し
て
、
韓
亭
に
停
留
し

た
ま
ま
動
け
な
い
「
我
」
自
体
と
妹
の
許
へ
の
往
還
を
望
む
「
我
」
の
心
情
と

が
対
比
を
な
す
。「
月
に
あ
ら
ま
せ
ば
」
の
反
実
仮
想
に
よ
る
願
望
は
妹
の
許

へ
の
往
と
、
還
と
を
意
図
し
て
お
り
、
第
一
首
に
お
け
る
「
大
君
の
遠
の
朝
廷
」

と
し
て
の
意
識
を
確
認
さ
せ
る
。

遣
新
羅
使
人
等
歌
群
で
「
月
」
を
詠
む
の
は
、
韓
亭
六
首
の
他
に
次
の
通
り

で
あ
る
。
筑
紫
に
お
け
る
「
海
辺
望
レ
月
作
歌
九
首
」（
巻
十
五
・
三
六
五
九
～
三

六
六
七
）
は
題
詞
に
「
望
レ
月
」
と
見
え
る
が
「
月
」
を
詠
む
歌
は
含
ま
な
い⑹

た
め
、
今
回
の
検
討
か
ら
は
外
し
て
い
る
。

Ａ　
　

従
二
長
門
浦
一
舶
出
之
夜
仰
二
観
月
光
一
作
歌
三
首

月
読
の
光
を
清
み
夕
な
ぎ
に
水
手
の
声
呼
び
浦
回
漕
ぐ
か
も

�

（
巻
十
五
・
三
六
二
二
）

山
の
は
に
月
傾
け
ば
い
ざ
り
す
る
海
人
の
灯
火
沖
に
な
づ
さ
ふ

�

（
巻
十
五
・
三
六
二
三
）

我
の
み
や
夜
舟
は
漕
ぐ
と
思
へ
れ
ば
沖
辺
の
方
に
梶
の
音
す
な
り

�

（
巻
十
五
・
三
六
二
四
）

Ｂ　
　
　

到
二
対
馬
島
淺
茅
浦
一
舶
泊
之
時
不
レ
得
二
順
風
一
経
停
五
箇
日
於
レ
是

瞻
二
望
物
華
一
各
陳
二
慟
心
一
作
歌
三
首

百
舟
の
泊
つ
る
対
馬
の
浅
茅
山
し
ぐ
れ
の
雨
に
も
み
た
ひ
に
け
り

�

（
巻
十
五
・
三
六
九
七
）

天
ざ
か
る
鄙
に
も
月
は
照
れ
れ
ど
も
妹
そ
遠
く
は
別
れ
来
に
け
る

�

（
巻
十
五
・
三
六
九
八
）

秋
さ
れ
ば
置
く
露
霜
に
あ
へ
ず
し
て
都
の
山
は
色
付
き
ぬ
ら
む

�

（
巻
十
五
・
三
六
九
九
）

Ａ
は
、
月
光
の
下
の
長
門
の
浦
の
景
の
描
写
。「
月
読
」
は
「
月
」
の
意
。
三

首
は
月
光
の
下
で
入
江
を
漕
ぐ
水
手
の
声
の
賑
わ
い
（
三
六
二
二
）
か
ら
、「
月
」

が
山
際
に
沈
み
、
月
光
が
消
え
る
中
で
沖
の
漁
の
か
が
り
火
に
視
点
を
移
し

（
三
六
二
三
）、
自
分
の
乗
る
船
と
沖
を
漕
ぐ
船
の
梶
の
音
の
み
が
響
く
闇
の
世

界
（
三
六
二
四
）
を
詠
む
。
そ
こ
に
旅
情
の
直
接
的
な
表
現
は
無
い
が
、「
月
」

が
移
ろ
う
景
に
旅
情
は
感
得
さ
れ
よ
う
。
Ｂ
は
対
馬
で
秋
の
盛
り
の
景
に
遭
遇

し
（
三
六
九
七
）、「
月
」
の
照
る
景
を
介
し
て
妹
と
の
距
離
を
把
握
し
（
三
六
九

八
）、
都
の
山
が
紅
葉
し
た
確
か
な
景
を
想
起
す
る
（
三
六
九
九
）。
Ａ
は
「
月
」

の
移
動
を
、
Ｂ
は
月
光
に
妹
の
遠
さ
を
把
握
す
る
。
こ
こ
で
「
月
」
の
表
現
の

方
法
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
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集
中
に
景
と
し
て
の
「
月
（
月
輪
の
意
。
以
下
同
）」
を
詠
む
歌
は
多
い⑺
。

そ
の
最
も
早
い
例
は
次
の
歌
で
あ
ろ
う
。

熟
田
津
に
舟
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な

�

（
巻
一
・
八
）

斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）、
百
済
救
援
の
た
め
の
船
団
が
、
熟
田
津
の
港
を
出

立
す
る
と
き
の
額
田
王
の
歌
で
、「
月
」
が
出
、
潮
が
満
ち
る
の
を
待
っ
て
出

航
を
宣
言
し
た
作
と
さ
れ
る
。
力
強
い
宣
言
に
は
、「
月
」
が
高
く
上
が
り
、

豊
か
な
海
面
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
状
況
が
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
こ
に
は
「
月
」

が
高
く
遠
く
上
が
っ
た
空
間
の
広
が
り
、
皎
皎
と
照
ら
す
月
光
の
美
し
い
景
、

そ
し
て
待
つ
対
象
で
あ
っ
た
「
月
」
の
動
き
と
い
っ
た
、「
月
」
に
関
連
す
る

要
素
が
把
握
さ
れ
る
。
左
注
が
引
く
『
類
聚
歌
林
』
に
記
す
よ
う
な
舒
明
天
皇

と
の
思
い
出
に
対
す
る
斉
明
天
皇
の
歌
詠
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
月
」
に
対

し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
月
光
の
霊
妙
な
景
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
待
つ
心
情

に
加
味
さ
れ
る
相
聞
的
な
情
調
で
あ
ろ
う
。

「
月
」
を
詠
む
歌
の
中
で
は
、「
月
」
の
移
動
を
示
す
「
夜
渡
る
月
」
を
詠
む

作
品
が
目
に
つ
く
。

あ
か
ね
さ
す
日
は
照
ら
せ
れ
ど
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
の
隠
ら
く
惜
し
も

�

（
巻
二
・
一
六
九
）

人
麻
呂
作
の
日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
挽
歌
の
反
歌
第
二
首
。
皇
子
の
薨
去
は

「
月
」
が
移
動
し
、
隠
れ
る
こ
と
に
託
さ
れ
て
い
る
。「
月
」
の
移
動
や
隠
れ
る

こ
と
に
は
時
間
の
経
過
が
把
握
さ
れ
る
（
巻
二
・
一
三
五
、
巻
二
・
二
〇
七
な
ど
）

が
、
類
似
の
表
現
と
し
て
「
月
傾
き
ぬ
」（
巻
一
・
四
五
）
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
表
現
は
死
別
に
よ
る
別
離
の
場
面
に
限
る
わ
け
で
は
な

い
。「
月
傾
き
ぬ
」（
巻
十
・
二
二
九
八
）
は
相
聞
歌
に
詠
ま
れ
て
も
い
る
。

児
ら
が
家
道
や
や
間
遠
き
を
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
に
競
ひ
あ
へ
む
か
も

�

（
巻
三
・
三
〇
二
）

万
代
に
照
る
べ
き
月
も
雲
隠
り
苦
し
き
も
の
ぞ
逢
は
む
と
思
へ
ど

�

（
巻
十
・
二
〇
二
五
）

三
〇
二
番
歌
は
阿
倍
広
庭
の
作
。
妻
の
家
へ
の
道
の
り
を
「
月
」
と
競
う
発
想

に
は
「
月
」
の
移
動
の
速
さ
が
把
握
さ
れ
る
。
一
方
、「
月
」
が
隠
れ
る
こ
と

を
惜
し
む
背
景
に
、「
月
」
の
永
遠
性
が
把
握
さ
れ
る
（
二
〇
二
五
）
こ
と
は
、

照
る
「
月
」
が
国
の
弥
栄
の
予
祝
と
な
り
得
て
い
た
こ
と
に
関
説
し
よ
う
。
た

だ
し
、
一
首
の
ま
と
ま
り
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
相
聞
的
情
調

で
あ
る
。

も
も
し
き
の
大
宮
人
の
罷
り
出
て
遊
ぶ
今
夜
の
月
の
さ
や
け
さ

�

（
巻
七
・
一
〇
七
六
）

「
詠
レ
月
」
中
の
一
首
。
集
中
の
「
月
」
の
表
現
で
、「
月
」
の
景
そ
の
も
の
の

賞
美
を
主
眼
と
す
る
例
は
、
多
く
は
無
い
。「
月
」
の
賞
美
は
む
し
ろ
「
妹
」

の
賞
美
へ
と
展
開
す
る
。

朝
日
影
に
ほ
へ
る
山
に
照
る
月
の
飽
か
ざ
る
君
を
山
越
し
に
置
き
て

�

（
巻
四
・
四
九
五
）

「
月
」
と
女
性
美
と
の
関
係
は
、「
望
月
の　

足
れ
る
面
わ
に
」（
巻
九
・
一
八
〇

七
）
の
満
ち
足
り
た
美
し
さ
を
初
め
、「
月
」
の
見
飽
き
る
こ
と
の
無
い
美
を

妹
へ
の
名
残
惜
し
さ
に
重
ね
て
い
る
。

我
が
背
子
と
二
人
し
居
ら
ば
山
高
み
里
に
は
月
は
照
ら
ず
と
も
よ
し

�

（
巻
六
・
一
〇
三
九
）

春
日
山
お
し
て
照
ら
せ
る
こ
の
月
は
妹
が
庭
に
も
さ
や
け
か
り
け
り

�

（
巻
七
・
一
〇
七
四
）

月
見
れ
ば
国
は
同
じ
そ
山
隔
り
う
つ
く
し
妹
は
隔
り
た
る
か
も

�

（
巻
十
一
・
二
四
二
〇
）
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二
人
が
共
に
居
る
と
き
は
「
月
」
は
不
要
で
あ
る
ら
し
い
（
一
〇
三
九
）。
天
空

高
く
あ
る
「
月
」
は
遠
く
隔
立
っ
て
い
る
二
人
を
等
し
く
照
ら
し
（
一
〇
七
四
）、

二
人
は
同
じ
「
月
」
を
隔
た
っ
た
ま
ま
に
共
有
す
る
（
二
四
二
〇
）。「
月
」
の

表
現
は
、
熟
田
津
の
歌
に
見
ら
れ
た
要
素
を
展
開
さ
せ
て
、
多
様
な
表
現
を
獲

得
し
て
お
り
、
そ
こ
に
相
聞
的
情
調
の
展
開
も
見
得
る
。
た
だ
し
、「
月
に
あ

ら
ま
せ
ば
」
と
い
っ
た
「
月
」
と
な
っ
て
往
還
す
る
こ
と
を
願
う
表
現
は
見
当

た
ら
ず
、
独
自
な
発
想
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
月
は
照
り
た
り

第
五
首
は
「
ひ
さ
か
た
の
月
は
照
り
た
り
」
と
枕
詞
を
冠
し
て
、
二
句
切
れ

の
形
で
、
先
ず
提
示
さ
れ
る
。「
ひ
さ
か
た
の
」
は
天
・
雨
・
月
な
ど
天
及
び

天
上
の
も
の
に
か
か
る
枕
詞
で
あ
る
。
二
句
切
れ
の
構
造
は
、「
月
」
の
輝
き

が
天
空
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
得
さ
せ
る
。「
た
り
」
は
「
テ
＝
ア
リ
の

縮
約
形
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
ア
リ
の
要
素
よ
り
し
て
、
動
作
・
作

用
と
も
、
状
態
化
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
表
す
こ
と
が
多
い
」（
時
代
別
国
語
大

辞
典　

上
代
編
）
と
さ
れ
る
。「
月
が
照
っ
て
い
る
こ
と
」
が
そ
こ
に
一
つ
の
状

態
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。「
月
」
が
皎
皎
と
照
る
空

間
は
、
下
の
句
が
表
現
す
る
「
海
人
の
い
ざ
り
」
の
空
間
を
も
覆
う
も
の
で
あ

ろ
う
。

集
中
、「
た
り
」
に
よ
っ
て
、
二
句
切
れ
と
な
る
構
造
を
有
す
る
の
は
次
の

三
首
で
あ
る
。

我
は
も
や
安
見
児
得
た
り
皆
人
の
得
か
て
に
す
と
い
ふ
安
見
児
得
た
り

�

（
巻
二
・
九
五
）

大
和
道
は
雲
隠
り
た
り
然
れ
ど
も
我
が
振
る
袖
を
な
め
し
と
思
ふ
な

�

（
巻
六
・
九
六
六
）

現
に
は
言
も
絶
え
た
り
夢
に
だ
に
継
ぎ
て
見
え
こ
そ
直
に
逢
ふ
ま
で
に

�

（
巻
十
二
・
二
九
五
九
）

内
大
臣
藤
原
朝
臣
（
鎌
足
）
に
よ
る
九
五
番
歌
は
二
句
と
五
句
が
繰
り
返
さ
れ
、

歌
謡
的
手
法
が
残
る
。
上
二
句
で
は
采
女
安
見
児
を
得
た
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、

そ
の
状
態
へ
の
満
足
が
「
皆
人
の
得
か
て
に
す
と
い
ふ
」
に
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
る
。
次
は
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
か
ら
上
京
す
る
折
り
の
作
。
旅
人
が
大
和

へ
と
別
れ
て
ゆ
く
道
は
遠
く
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
と
さ
れ
る
。
下
三
句
は
こ

の
見
え
な
い
状
態
に
対
す
る
詠
嘆
が
、「
し
か
れ
ど
も
」
と
い
う
逆
接
に
よ
っ

て
、
見
え
な
く
と
も
別
離
の
袖
を
振
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
心
情
と
し
て
説
明

さ
れ
る
。
二
九
五
九
番
歌
は
正
述
心
緒
で
あ
る
。
便
り
も
途
絶
え
て
い
る
現
実

を
提
示
し
、
そ
の
状
態
を
受
容
し
な
が
ら
、
せ
め
て
の
夢
見
を
願
っ
て
い
る
。

第
五
首
の
「
ひ
さ
か
た
の
月
は
照
り
た
り
」
の
二
句
切
れ
は
、
第
四
首
の
「
夜

渡
る
月
の
景
」
を
受
け
、
今
、
天
空
に
「
月
」
が
照
っ
て
あ
る
状
態
を
提
示
す

る
。「
海
人
の
い
ざ
り
」
は
「
灯
し
」
と
あ
る
点
か
ら
は
「
い
ざ
り
び
の
略
」（
万

葉
集
総
釈
）。
そ
の
有
り
様
を
『
萬
葉
集
古
義
』
は
「
月
ノ
光
の
清
き
が
う
へ
に
、

彼
方
に
も
此
方
に
も
、
隙
無
く
、
海
人
の
海
火
を
燭
し
合
ハ
せ
て
、
い
よ
〳
〵

海
面
の
明
か
に
見
や
ら
る
、
と
な
る
べ
し
」
と
詳
し
く
説
明
す
る
。
天
空
に

「
月
」
が
照
っ
て
い
る
状
態
の
提
示
は
、
天
空
へ
の
視
線
を
海
面
に
移
す
時
、

海
面
も
又
「
月
」
に
照
ら
さ
れ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
漁
り
火
が
照
ら
し
合
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。『
万
葉
集
評
釈
』
が
「
秋
の
月
が

明
る
く
照
し
て
ゐ
る
海
上
に
、
夜
釣
を
す
る
海
人
船
の
漁
火
が
点
々
と
赤
く
散

ら
ば
っ
て
ゐ
る
光
景
に
感
を
起
こ
し
た
」
と
す
る
の
は
、「
ひ
さ
か
た
の
月
は

照
り
た
り
」
と
二
句
切
れ
で
提
示
さ
れ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
の
説
明
で
あ
ろ

う
。
二
句
切
れ
で
提
示
さ
れ
た
空
間
こ
そ
が
主
眼
と
考
え
ら
れ
る
。

「
月
」
に
照
ら
さ
れ
た
眼
前
の
景
は
、
月
光
が
照
ら
す
天
空
に
は
た
だ
一
個
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の
「
月
」
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
海
面
に
は
複
数
の
い
ざ
り
火
が
動
く
。
闇

を
背
景
に
、
上
方
に
一
個
の
大
き
な
光
、
下
方
に
複
数
の
小
さ
な
光
の
対
比
。

見
事
な
景
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
暇
無
く
働
く
人
々
の
日
常
の
継
続
が
把
握
さ
れ

て
も
い
る
。「
月
」
に
対
す
る
旅
情
は
そ
の
景
に
対
し
て
、
旅
と
い
う
非
日
常

に
留
ま
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
我
」
の
感
慨
で
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

海
人
達
が
漁
を
行
え
る
穏
や
か
な
波
の
状
況
の
認
識
は
出
航
の
可
能
性
を
示
唆

す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
旅
先
の
「
月
」
の
景
へ
の
感
慨
は
、
停
留
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
韓
亭
か
ら
、
出
航
の
可
能
性
へ
と
視
線
を
転
じ
て
ゆ
く
。

第
六
首
は
、
第
五
首
ま
で
の
「
月
」
の
景
か
ら
、
新
羅
へ
の
出
航
へ
と
意
識

を
転
換
し
た
作
と
捉
え
ら
れ
る
。「
沖
つ
白
浪
恐
み
と
」
に
玄
界
灘
の
荒
波
に

遮
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
自
然
へ
の
畏
怖
に
よ
っ
て
停
留
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
現
状
が
把
握
さ
れ
る
。
題
詞
に
よ
れ
ば
停
留
期
間
は
三
日
に
過
ぎ
な
い
が
、、

筑
紫
ま
で
の
予
定
の
大
幅
な
遅
れ
は
そ
の
日
数
を
何
倍
に
も
感
じ
さ
せ
た
と
し

て
も
無
理
は
な
い
。

第
四
首
か
ら
第
六
首
は
「
月
」
の
動
き
に
視
点
を
当
て
て
、
眼
前
の
景
を
描

写
し
て
い
る
。
前
半
の
三
首
が
「
月
」
を
詠
ま
ず
に
逆
接
の
接
続
助
詞
に
よ
っ

て
家
妻
へ
の
思
慕
の
情
を
展
開
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
半
の
三
首
は
「
月
」

の
景
に
視
点
を
当
て
て
、
外
界
の
自
然
と
人
事
と
の
対
比
を
、
都
の
妹
か
ら
眼

前
の
い
ざ
り
火
の
景
へ
、
そ
し
て
韓
亭
で
停
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
遣
新
羅
使

人
等
の
一
行
が
、
い
よ
い
よ
新
羅
へ
と
出
航
す
る
、
そ
の
現
在
へ
と
戻
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
月
」
を
詠
む
展
開
に
家
妻
思
慕
の
情
調
の
表
現
か

ら
彼
ら
の
現
実
へ
と
い
う
展
開
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

韓
亭
六
首
は
、
前
半
三
首
は
闇
夜
、
後
半
三
首
は
月
夜
と
い
う
構
成
を
な
す
。

前
半
三
首
は
闇
の
中
に
灯
火
を
点
し
な
が
ら
月
の
出
を
待
つ
状
況
の
下
、「
大

君
の
遠
の
朝
廷
」
か
ら
歌
い
起
こ
し
て
、
心
情
の
表
裏
を
吐
露
す
る
大
使
の
歌

に
始
ま
り
、
灯
火
の
あ
る
環
境
か
ら
、
韓
亭
の
外
界
の
景
へ
と
遠
心
的
に
視
点

を
移
し
、
後
半
三
首
は
そ
の
外
界
の
景
に
「
月
」
が
「
夜
渡
る
」
と
天
空
へ
と

移
動
し
、
天
空
か
ら
海
面
へ
と
照
る
美
し
さ
を
捉
え
て
、
海
の
高
波
を
恐
れ
て

停
留
し
た
現
実
へ
と
回
帰
す
る
。
そ
の
表
現
に
は
「
月
」
で
あ
れ
ば
「
妹
」
の

下
に
往
還
す
る
と
い
っ
た
「
月
」
に
関
し
て
の
独
自
の
表
現
も
見
ら
れ
る
。
前

半
三
首
が
逆
接
の
接
続
助
詞
を
用
い
て
公
務
と
私
情
、
旅
の
明
と
家
の
闇
、
自

然
の
変
化
と
思
慕
の
恒
常
と
い
っ
た
対
比
を
表
現
す
る
の
に
対
し
て
、
後
半
三

首
は
、「
月
」
と
な
っ
て
の
往
還
の
願
望
を
誘
う
外
界
の
「
月
」
の
動
き
、
天

空
に
照
る
「
月
」
の
提
示
と
「
月
」
の
照
ら
す
海
面
の
様
子
、
そ
し
て
海
へ
の

畏
怖
と
停
留
の
現
実
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
外
界
の
事
象
に
関
係

さ
せ
て
、
妹
へ
の
慕
情
か
ら
外
部
の
日
常
へ
そ
し
て
遣
新
羅
使
人
と
し
て
の
現

実
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
る
。
以
上
、
遣
新
羅
使
人
等
が
新
羅
に
向
け
て
外
洋
へ

と
漕
ぎ
出
す
折
の
旅
情
を
「
月
」
に
託
し
て
緊
密
に
構
成
し
た
小
歌
群
と
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
構
成
に
対
し
て
、
題
詞
は
地
名
・
旅
程
・
歌
の
場
の
景
そ
し
て

情
感
の
説
明
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
此
華
（
月
華
・
華
月
）

や
皎
皎
の
語
句
は
「
名
月
何
皎
皎　

照
二
我
羅
床
幃
一　

憂
愁
不
レ
能
レ
寐　

攬
レ

衣
起
徘
徊
」（「
古
詩
十
九
首　

五
言　

十
九
」
文
選
二
十
九
巻⑻
）「
名
月
照
二
高
楼
一

　

流
光
正
徘
徊　

上
有
二
愁
思
婦
一　

悲
歎
有
二
余
哀
一
」（
曹
植
「
七
哀
詩
」
文
選

二
十
三
巻⑼
）「
兎
影
生
レ
雲
夜　

娥
形
出
レ
漢
時　

欲
レ
伝
千
里
意　

不
レ
照
十
年

悲
」（
皇
太
子
棯
文
「
雑
題
二
十
一
首　

其
四　

華
月
」『
玉
台
新
詠
』
巻
十
）

の
よ
う
に
中
国
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
語
句
で
、
月
華
の
下
で
の
思
婦
の
情
を
詠

じ
て
い
る
。
題
詞
に
は
韓
亭
六
首
の
構
成
に
思
婦
の
情
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
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う
意
図
を
窺
わ
せ
る
。

注
⑴　

遣
新
羅
使
人
等
歌
群
中
の
作
品
が
実
録
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
博

「
萬
葉
の
歌
物
語
」『
萬
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
下
（
塙
書
房　

昭
和
四
九
年　

初
出

昭
和
四
三
年
九
月
）・
同
「
一
つ
の
読
み
」『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配
列
』
下
（
塙
書
房　

平
成
四
年　

初
出
昭
和
五
七
年
十
一
月
）・
同
「
遣
新
羅
使
人
歌
群
の
原
核
」『
萬
葉

集
の
歌
群
と
配
列
』（
下　

塙
書
房　

平
成
四
年　

初
出
昭
和
五
九
年
十
一
月
）
及

び
吉
井
巖
「
遣
新
羅
使
人
歌
群
」『
土
橋
寛
先
生
古
稀
記
念
日
本
古
代
論
集
』（
笠
間

書
院　

昭
和
五
五
年
）・
同
『
萬
葉
集
全
注　

巻
第
十
五
』（
有
斐
閣　

昭
和
六
十
三

年
）
に
詳
細
な
検
討
が
あ
る
。

⑵　

遣
新
羅
使
人
等
歌
群
に
は
公
的
任
務
に
触
れ
る
作
は
殆
ど
な
い
が
、
一
行
の
心
情

の
根
底
に
は
公
的
任
務
へ
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
拙
著
「
属
物
発
思

歌
―
遣
新
羅
使
人
等
歌
群
中
の
位
置
」『
萬
葉
悲
別
歌
の
意
匠
』（
塙
書
房　

平
成
二

十
七
年　

初
出
平
成
一
八
年
六
月
）
参
照
。

⑶　
『
芸
文
類
聚
』
に
は
「
礼
斗
威
儀
曰
、
政
太
平
則
月
円
而
多
輝
。
政
升
平
則
月
清

而
明
」（
天
部
上
・
月
）
が
見
え
る
。

⑷　

当
時
の
燃
料
事
情
に
つ
い
て
は
、
宮
本
馨
太
郎
『
灯
火
―
そ
の
種
類
と
変
遷
』（
朝

文
社　

平
成
六
年　

初
出
昭
和
三
九
年
）
参
照
。

⑸　

伊
藤
博
「『
恋
ふ
』
の
世
界
」『
萬
葉
集
の
表
現
と
方
法
』
下　

塙
書
房　

昭
和
五

一
年　

初
出
昭
和
三
四
年
七
月
）。

⑹　
「
海
辺
望
レ
月
作
歌
九
首
」
に
つ
い
て
月
は
出
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
説
（
伊
藤
博

「
海
辺
に
し
て
月
を
望
む
歌
九
首
」『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配
列
』
下
（
塙
書
房　

平
成

四
年　

初
出
昭
和
六
三
年
一
二
月
）、
川
端
善
明
「
海
辺
の
感
情
」『
伊
藤
博
博
士
古

稀
記
念
論
文
集　

萬
葉
学
藻
』
塙
書
房　

平
成
八
年
））
に
対
し
て
、
九
首
中
の
旋

頭
歌
に
「
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
夜
そ
ふ
け
に
け
る
」（
巻
十
五
・
三
六
六
二
）

と
あ
る
点
に
注
目
し
て
、「
夜
が
更
け
た
」
と
い
う
判
断
に
は
「
月
を
み
た
」
可
能

性
を
示
唆
す
る
論
が
あ
る
（
森
本
直
子
「
万
葉
集
巻
十
五
の
「
海
辺
望
月
作
歌
九
首
」

『
上
代
文
学
』
第
八
五
号　

平
成
一
二
年
一
一
月
）。

⑺　

小
野
寛
「
万
葉
の
月
」『
天
象
の
万
葉
集
』
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
論
集
３
（
笠
間

書
院　

平
成
一
二
年
）、
神
野
富
一
「『
月
夜
』
考
」（『
上
代
文
学
』
第
八
三
号　

平

成
一
一
・
一
一
）
参
照
。

⑻　
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
に
は
「
雑
詩
九
首　

其
九
」
と
あ
る
。

⑼　
『
玉
台
新
詠
』
巻
二
に
は
曹
植
「
雑
詩
五
首　

其
一　

名
月
照
二
高
楼
一
」
と
あ
る
。


